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　人ロの動き
　8月1日現在一
男4，183（一5）
女4，252（一3）
計8，435（一8）
世帯数2，258（十1）

　（）は前月比較



　
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
育

て
て
い
く
も
の
。
そ
の
た
め
に
最
も
大
き
な
力
を
発

揮
で
き
る
の
が
家
庭
で
す
。
家
庭
で
は
子
供
た
ち
に

何
を
す
べ
き
か
　
　
。

　
先
目
号
で
お
知
ら
せ
し
た
中
教
審
報
告
の
中
で
も
、

家
庭
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
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子
供
た
ち
は
、
　
「
家
族
の
み
ん
な
が

楽
し
く
過
ご
す
」
こ
と
を
、
家
庭
の
一

番
大
切
な
働
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
家
庭
は
家
族

の
愛
情
に
触
れ
る
精
神
的
な
よ
り
ど
こ

ろ
で
す
。
そ
こ
で
の
人
間
関
係
は
、
良

い
面
で
も
悪
い
面
で
も
子
供
の
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
在
り
方
を
見
直
す
こ

と
が
出
発
点
で
す
。

・
思
い
や
り
の
あ
る
明
る
い
円
満
な
家

　
庭
を

・
夫
婦
間
で
一
致
協
力
し
て
子
育
て
を

・
会
話
を
増
や
し
、
家
族
の
絆
を
深
め

　
る・

過
干
渉
を
や
め
る

・
父
親
の
影
響
力
を
大
切
に

・
ひ
と
り
親
家
庭
も
、
自
信
を
持
っ
て

　
子
育
て
を

　
子
供
た
ち
は
、
家
庭
の
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
を
通
じ
て
、
礼
儀
や
他
人
へ
の

思
い
や
り
な
ど
の
基
本
的
な
対
人
関
係

の
在
り
方
、
責
任
感
や
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
。

　
家
庭
の
中
で
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を

つ
く
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

・
幼
児
期
か
ら
小
さ
く
と
も
家
事
を
担

　
わ
せ
る
（
責
任
感
や
自
立
心
を
育
て
る
）

・
朝
の
「
お
は
よ
う
」
か
ら
始
め
て
、

あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
す
る
（
礼
儀

を
身
に
つ
け
る
）

・
モ
ノ
を
買
い
与
え
過
ぎ
な
い
（
我
慢

を
覚
え
さ
せ
る
）

・
家
庭
内
の
年
中
行
事
や
催
事
を
見
直

す・
子
供
の
部
屋
を
閉
ざ
さ
な
い
（
家
族

の
会
話
を
大
事
に
す
る
）

・
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

間
を
決
め
る
（
時
間
の
ル
ー
ル
を
決

め
る
）

・
暴
力
や
性
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・
ビ
デ

オ
の
視
聴
に
親
が
介
入
・
関
与
を
す

る　
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モ
ラ
ル
の
形
成
は
、
家
庭
で
の
し
つ

け
が
基
本
で
す
。
愛
情
と
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
、
必
要
な
と
き
に
は
厳
し

く
叱
り
、
誤
り
を
正
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
親
自
身
が
日
常
生
活
の
中

で
手
本
を
示
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で

す
。・

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
間
違
っ

　
た
行
い
は
し
っ
か
り
正
す
。
叱
る
と

　
き
は
、
気
分
や
感
情
に
流
さ
れ
ず
一

　
貫
性
を
持
つ
よ
う
に

・
自
分
の
行
い
に
は
責
任
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
家
事
分
担

や
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
異
年
齢
集
団
で
の
活
動
へ
の

参
加
を
し
て
、
自
立
心
や
責
任
感
を

持
た
せ
る
よ
う
な
し
つ
け
を

・
思
春
期
の
子
供
か
ら
に
げ
ず
、
正
面

か
ら
向
か
い
合
う
。
思
春
期
の
子
供

に
は
、
自
立
を
促
す
と
と
も
に
、
自

ら
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
・
つ

・
ま
た
、
子
供
が
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
き
は
、
微
妙
な
変
化
が
サ
イ
ン
で

す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
目
を
背
け
ず
、

子
供
と
の
会
話
の
糸
口
を
見
つ
け
る

努
力
を
し
ま
し
ょ
う

　
大
人
の
差
別
的
な
意
識
は
、
そ
の
言

動
を
通
じ
て
子
供
の
心
の
中
に
再
生
産

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
親
自
身
が
偏
見

を
も
た
ず
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
弱
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
大
切
さ
を
、
身
近
な
実
践
を

通
し
て
学
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

・
祖
父
母
を
大
切
に
す
る
親
の
姿
を
見

　
せ
る

・
手
助
け
の
必
要
な
人
を
思
い
や
る

・
差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い

・
生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

　
命
の
大
切
さ
を
教
え
る

・
幼
児
に
は
、
親
が
本
を
読
ん
で
聞
か

　
せ
る
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国
の
行
っ
て
い
る
児
童
福
祉
政
策
に

は
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
次
の
二
つ
の
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
に
し
な
く
な

っ
た
児
童
の
養
育
者
に
対
し
、
手
当
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

　
十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
父
母
が
離
婚

②
父
が
死
亡

　
③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

　
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　
⑤
父
か
ら
一
年
以
上
現
在
ま
で
置
き

　
　
去
り
に
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁

　
　
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
　
た
児
童
（
い
わ
ゆ
る
未
婚
の
母
の

　
　
子
。
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
場

　
　
合
は
除
く
）

⑧
捨
て
子
な
ど

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
．

　
①
児
童
が
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
る

　
②
児
童
が
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と

　
　
が
で
き
る

　
③
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

　
　
て
い
る

　
④
母
ま
た
は
養
育
者
が
老
齢
福
祉
年

　
　
金
以
外
の
公
的
年
金
給
付
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る

　
⑤
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

　
　
い
る

　
⑥
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

　
　
ら
五
年
を
経
過
し
て
も
請
求
が
な

　
　
い
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
．

〈
添
付
書
類
〉

　
①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

③
所
得
証
明
書
（
転
入
し
た
場
合
）

④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
個
別
の
理

　
　
由
に
よ
る
申
立
書
な
ど
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ

い
て
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

　
精
神
や
身
体
に
、
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い

　
　
と
き

　
②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

　
　
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

　
　
き

　
③
児
童
が
児
童
福
祉
法
な
ど
に
よ
り
、

　
　
施
設
に
入
所
し
て
る
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
．

〈
添
付
書
類
〉

　
①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

　
②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
③
指
定
さ
れ
た
様
式
の
診
断
書
（
療

　
　
育
手
帳
が
A
判
定
の
場
合
は
省
略

　
　
で
き
ま
す
）

　
④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
別
居
の
場

　
　
合
の
申
立
書
な
ど
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
は

　
上
記
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
役
場

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

相談

ρ（
《n

一

響　

威
盈68－3111（内線205）

　
な
お
、
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、

八
月
中
に
現
況
に
つ
い
て
の
届
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
ほ
ど

文
書
で
連
絡
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

、
内
て

室
れ

③10．8．10



候補者氏名 得票数

おおふち絹子 1，357票

目　黒　一・秋 81

ほしの行男 772

ま　じま一男 1，987

本田さとし 62

いがらし完二 196

田中なおき 932

無　　　効 145

（届出順）

総合センターでの開票のようす

区　分 男 女 計

有権者数
　人
3，283

　人
3，453

　　人
6，736

投票者数 2，679 2，853 5，532

棄権者数 604 600 1，204

投　票　率
　％
81．60

　％
82．62

　　％
82．13

公
明

第
二
院
ク
ラ
ブ

青
年
自
由
党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

新
党
さ
き
が
け

民
主
党

自
由
民
主
党

女
性
党

自
由
連
合

維
新
政
党
・
新
風

自
由
党

新
社
会
党

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党

無
効

　
五
〇
九
票

　
　
二
二
票

　
　
　
五
票

　
三
三
五
票

　
七
五
四
票

　
　
四
〇
票

　
七
〇
二
票

一
、
二
五
四
票

　
　
五
〇
票

　
　
二
三
票

　
　
　
二
票

　
四
一
六
票

　
　
八
八
票

　
　
三
九
票

　
二
九
三
票

占
一
日

今月号は、7月号の最後に紹介しました「地域情報の聞き取り」についてお知らせ
します。

◆地域情報の聞き取りの目的
　都市計画マスタープランには、全体構想と地域別構想が策定されます。　「地域情報

の聞き取り」は各地域の特性や間題点などを地図を囲みながら、地域住民の方々から

直接生活に密着した情報を得るために行われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斡。“γ秀・
◆地域情報の聞き取りの対象　　　　　　　　　　　　　　。脅“　。　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　地域住民の代表として次の方々から聞き取りをする予定です。φ／　　　へ’

　○千手、上野地域：賑わい空間検討委員会　　　　　　　　　　　調　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沌　○橘地域　　　　：橘地区々長会から推薦をいただいた方々

　○仙田地域　　　：仙田地区開発振興協議会から推薦をいただいた方々

◆地域情報の聞き取りの内容

　○現在の地域について

　地域の守りたいもの、変えたいもの、ほしいもの。

　○将来の地域について

　どのような地域にしてほしいか。

◎8月下旬に地域情報の聞き取りを予定しています。

　その結果については10月号でお知らせします。

お間い合わせやご意見は…

建設課　都市計画係

盈68－3111（内線322）
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十目町市・中魚沼郡PTA研究集会を開催

の「生きる力と家庭教育」と題した講演を聞いたあ1・’…’羅籍

と、8つの分科会に分かれて熱心に討論しました。

　今回の研究主題は「新しいP　TA活動の変革と創

造！一豊かな心を持ち、創造性に富む子どもたちを

育てるために一」ということで、21世紀を生きる子酬卍季

どもたちが①自分の頭で考え、課題を発見し、その繍麹鱗謬 撫 親

講
演
を
熱
心
に
聞
く

解決に全力を出して取り組む意欲と創造性、②他人と協調し、人の心の痛みがわかり、人を思いやる心と自然の

美しさに感動できる感受性、③心の健康、体の健康と体力、が持てるようにすることが大切。このことを実現す

るために、PTAは学校（教師）や地域と連携し、環境づくりに努力しなければならない。子どもたちの健全な

育成を目指し、PTAだけでなくさまざまな団体が結集したこれからのPTA活動が求められている。

　このようなことから、分科会では、研究主題の実現に向けて、参加意欲を高める組織や活動における工夫、望

ましい親子関係を築くための工夫、公民館や地域行事の積極的参加のためについてなど、いろいろなかかわりあ

いについて活発な討論が繰り広げられました。

寝たきりにならないための健康づくり講演会
筋
肉
を
の
ば
す
運
動
を
す
る
参
加
者

　7月14日、総合センターで寝たきりにならないため

の健康づくり講演会が開催され、およそ80人が明治学

院大学名誉教授高橋賢一さんの「ウォーキングと水中
　　　　　　　　　　　　ひけつ
浮力を活用した健康づくりの秘訣」と題した講演を聞

いて、プールの中で、水の浮力を活用した新しい健康

づくりについての認識を深めていました。また、講演

中に、いろんな筋肉を使う運動なども紹介され、参加

者に指導されていました。

正しい自転車の乗り方を練習する上野小児童

交通安全教室を実施
　　夏休みを目前にして、正しい自転車の乗り

　方や交通事故から身を守るための方法、交通

　安全に対する意識の高揚を図るため、7月18

　日、上野小学校で交通安全教室が開かれまし

　た。当日は、見通しの悪い道路や信号・歩道

　などを想定した実技指導が安協上野支部の協

　力で実施されていました。

010．8．10

町をきれいにしていこう・
　　交通安全を呼び掛けよう

　7月26日、仙田小学校しぶみ児童会（児童45人）とPTA、

警察、交通安全協会が協力して「カン取り一作戦」が実施さ

れました。この催しは、「国道沿いの缶やゴミを拾って、町を

きれいにしよう」「町を通るドライバーに、ゴミのポイ捨て

禁止と交通安全を呼びかけよう」をねらいに例年実施されて

いるもの。児童・PTAらは国道252号沿いの缶やゴミを拾っ

たあと、児童が手作りの交通安全のお願いなどドライバーに

手渡して、呼び掛けをしていました。

手
づ
く
り
の
交
通
安
全

の
お
願
い
の
チ
ラ
シ
を

配
る
児
童



　ことし、喜寿のお祝いを迎えられた方は88人。大正10年4月2日

から大正”年4月1日までに生まれた満77歳の方が対象です。当日

は、68人が出席しました。

千手温泉7月3日

ロ
　
っ
　
ロ

醗
臨

義
灘

辮
灘
ン

謹
㎜
．
灘
9

㎜

　㎜
隔

撒
轍　
脇

岬
　
　
．

㎜
羅搬

灘
．
羅
．

葦
睡
醐

蟹
講
謹

　
蹴
　
　
　
　
欄

鑓
麟
購
継

彗
竃
轟

蟹
　
’

饗
　
．

繋
離
難
蓑

r
．
．
｝
■羅

闘

．
號萎

　
　
　
　
　
　
叢
．
．

　難
嚢
轟
翻

　　　鵬　　撒
萎1

千

繋
，
灘

■
鰍
綿

，
　
　
拙
藩

嚢　

譲灘

　蕪
蓑

驚購

㎜

　
　
護
．
響

　
　
　
　
撒
　
　
　
　
　
　
…
撒

　
　
罷
彗

　
難
　
　
　
　
　
　
…
き
箋
萎

　
勲
　
　
　
難
欝
畿
■

藷
欝
・

麗麗灘躍購萎謹鞭
　　　　　．馨嚢1嚢
轟鱗．鐵嚢轟臨轟融、難嚢糟

闘麗謹灘麗灘謹1
　　　　　毒陛㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　’磁

．
■
■
o
．
■

　，繍　灘麟

撒

蕾

上
　
野
　
地
　
区

淵

醗
．
藝
■

ン
，

嚢讐

醗
モ

　
騨
．

灘
．
…

騨難響

（
町
内
順
に
掲
載
　
敬
称
略
）

千
手
地
区
三
十
三
人

中
島
町

　
　
〃

山
野
田

発
電
所
通
西

発
電
所
通
東

　坪沖木寺中学神田中上東四栄南
〃　〃〃〃　〃　〃　〃屋〃〃校社〃中央〃　善郎

　山　 立島尾敷　町町町町町寺兼町台
千
葉
キ
ン

市
川
ハ
マ

平
野
栄
太
郎

宮
　
イ
セ

佐
藤
タ
ツ

富
井
コ
メ

小
林
フ
サ

平
野
卓
臣

野
上
タ
マ

丸
山
タ
ヅ

石
沢
邦
治

清
水
キ
ン

相
崎
イ
セ
子

太
田
善
次
郎

小
海
ヒ
ロ

増
田
ル
イ

広
田
キ
ク
ノ

半
藤
マ
ツ

小
林
ト
シ

茂
野
ヨ
シ
エ

小
海
ふ
さ

南
雲
ト
シ

村
山
ト
ユ

高
橋
庄
作

五
十
川
ミ
サ
オ

数
藤
ッ
ヤ

数
藤
喜
久
雄

数
藤
ト
ク

高
橋
啓
三
郎

中
村
キ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

霜
　
　
条
山
岸
ス
イ

　
　
〃
　
　
水
品
フ
ク
ー
o

　
　
〃
　
　
　
蔵
品
ミ
ヨ
シ
　
㌫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
野
地
区
　
　
十
六
人

　下　　　　新　　　　元　　　　　　　　　　　　　上

　平　　　　町
ク　　　　　ク　　ク　　　　　ク　　ク　　　　　ク　　ク　　ク　　ノク　　ク　　ク　　ク

　新　　　　新
　田　　　　田　　　　町　　　　　　　　　　　　　野

星
名
ス
ミ

斎
藤
ヤ
ス

古
沢
敏
子

内
山
ア
ヤ
ノ

上
村
菊
枝

入
沢
ハ
ヤ

星
名
仁
作

根
津
ミ
ツ

村
越
盛
之
助

田
畑
キ
ミ

金
崎
龍
吉

内
山
ナ
カ

内
山
忠
作

内
山
正
平

清
水
朝
次

金
井
正
吉

橘
地
区
　
十
九
人

木仁

〃〃〃〃〃〃〃〃
落田

田
口
彦
太
郎

星
名
兼
松

丸
山
サ
ク

戸
田
貞
子

和
田
光
興

水
落
静
子

戸
田
美
枝

野
沢
ミ
サ
ヲ

小
幡
ゆ
き
江

木
村
戌
之
作



橘

地
　
区

．
難

　
　
柵

職
　
欝

仙
　
田
　
地
　
区

講艘・韻毫欝．、…鍵．翻一、・韓

：照

鼎

蹴
．

　嚢
舞

藩

凱

撒・
．
纒

薫

　　　　嚢
　　　　講

　　　鐡

　　　蝶

　　　　盤

　　ぎ

垂

塗

閲
醗

・
藤
陸

野下原

〃〃〃〃〃〃
口原田

滋
野
ア
ィ
子

野
沢
三
代
蔵

村
越
リ
ン

大
久
保
清

星
名
隆
一

五
十
嵐
吉
栄

五
十
嵐
好

丸
山
ス
ミ

田
中
俊
雄

仙
田
地
区
　
　
二
十
人

中
仙
田
高
橋
久
平

〃〃〃

高
橋
正
保

登
坂
勝
朋

高
橋
庄
平

小　　　　　　岩　赤田　室　　中

白〃〃〃〃〃〃　〃　　〃　〃〃仙

倉　　　　　　瀬　谷戸　島　　田

樋
ロ
ア
イ

樋
口
信
治

小
林
政
夫

木
村
作
治

茂
野
武
治

高
橋
マ
サ

高
橋
カ
ツ

長
谷
川
テ
ル

登
坂
保
治

中
条
ナ
カ

中
条
セ
イ

中
条
慎
吾

小
川
ヒ
サ

小
川
藤
松

金
子
ト
ラ

田
中
キ
ヨ

　　喜寿を迎えられた皆さんに、誕生された大正10年のころの
　　できごとを語る南雲町長（中央）

⑦10．8．10



第28回町内小学校
親善水泳大会結果

7月29日

千手小学校プール

＊は大会新記録

【男子】

5年自由形25メートル

　①久保田裕紀（千手）②上村研史（上野）③丸山　剛（仙田）

同50メートル

　①小林智之（千手）②中村広伸（橘）③村越大樹（橘）

同100メートル

　①樋口陽太（仙田）②内山雅隆（上野）③中村広伸（橘）

5年平泳ぎ50メートル

　①永井裕貴（橘）②村越大樹（橘）③押木裕弥（千手）

同100メートル

　①樋口陽太（仙田）②永井裕貴（橘）③南雲　革（千手）

5年背泳ぎ50メートル

　①登坂政哉（仙田）②清水琢磨（上野）③渡辺嵩志（橘）

5年バタフライ25メートル

　①丸山秀基（上野）②押木裕弥（千手）③南雲　革（千手）

同50メートル

　①内山雅隆（上野）②中村旭（千手）③増田和起（仙田）

5年個人メドレー100メートル

　①中村　旭（千手）②清水健太（千手）③五十川　裕（千手）

5年200メートルリレー（50M×4）

　①千手Aチーム（清水健太、高橋淳一、小林智之、中村　旭）

　②橘チーム（中村広伸、保坂　慎、村越大樹、永井裕貴）

　③上野チーム（内山雅隆、渡辺友貴、金子恭平、丸山秀基）

5年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①千手チーム（南雲　革、五十川裕、中村　旭、清水健太）

　②上野チーム（清水琢磨、内山雅隆、丸山秀基、金子恭平）

　③橘チーム（渡辺　嵩、村越大樹、永井裕貴、中村広伸）

6年自由形25メートル

①齊藤準樹（上野）②野沢康一（橘）③大嶋哲平（上野）

同50メートル

①藤巻直樹（橘）②樋口俊亮（千手）③羽鳥宏太郎（千手）

同100メートル

　①藤巻直樹（橘）②増田和起（仙田）③上村祐太（上野）

6年平泳ぎ50メートル

①丸山幸一（千手）②富井　一（上野）③小林弘樹（上野）

同100メートル
①丸山幸一（千手）②和久井喬（橘）③富井　一（上野）

6年背泳ぎ50メートル

①丸山　真（橘）

6年バタフライ25メートル

①渡邊拓海（上野）②羽鳥宏太郎（千手）③山家　真（橘）

同50メートル

①渡邊拓海（上野）

6年個人メドレー100メートル

①和久井喬（橘）②川上正治（千手）③丸山裕貴（橘）

6年200メートルリレー（50M×4）

①橘Aチーム（藤巻　繁、丸山　真、藤巻直樹、和久井喬）

②千手Aチーム（丸山幸一、柄澤雄一、樋口俊亮、羽鳥宏太郎）

　③上野チーム（上村祐太、渡辺拓海、斎藤準樹、柄沢嘉希）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①橘Aチーム（丸山　真、藤巻直樹、和久井喬、藤巻　繁）

　②千手Aチーム（川上正治、丸山幸一一、羽鳥宏太郎、樋口俊亮）

③上野チーム（富井　一、小林弘樹、渡辺拓海、柄沢嘉希）

6
年
生
女
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
よ
う
す

【女子】

5年自由形25メートル

　①登坂泰子（千手）②齊藤陽子（千手）③斉木愛美（仙田）

同50メートル

　①丸山芽衣子（上野）②押木　霞（上野）③山家紗恵子（橘）

同100メートル
　①小川絢香（上野）②山本奈央（橘）③丸山由香里（千手）

5年平泳ぎ50メートル

　①松崎さおり（千手）②山家紗恵子（橘）③押木　霞（上野）

同100メートル
　①丸山由香里（千手）②工藤彩佳（千手）③山本奈央（橘）

5年背泳ぎ50メートル

　①小川翔子（上野）②高橋由貴乃（橘）③田中裕美子（橘）

5年バタフライ25メートル

　①太田真梨子（千手）②丸山芽衣子（上野）③星名優佳（千手）

同50メートル

　①小川絢香（上野）②松崎さおり（千手）③涌井愛子（橘）

5年個人メドレー100メートル

＊①平野実穂子（千手）②涌井愛子（橘）

5年200メートルリレー（50M×4）

　①千手Aチーム（工藤彩佳、松崎さおり、丸山由香里、平野実穂子）

　②上野チーム（丸山芽衣子、押木瑞紀、押木　霞、小川絢香）

　③橘チーム（涌井愛子、高橋由貴乃、山家紗恵子、山本奈央）

5年200メートルメドレーりレー（50M×4）

　①千手Aチーム（工藤彩佳、松崎さおり、丸山由香里、平野実穂子）

　②上野チーム（小川翔子、押木　霞、小川絢香、丸山芽衣子）

　③橘チーム（田中裕美子、山家紗恵子、涌井愛子、山本奈央）

6年自由形25メートル

　①沢口　瞳（上野）②蔵品　環（千手）③柄澤菜美江（千手）

同50メートル

①渡辺明子（橘）②上村恭子（上野）③高橋裕子（仙田）

同100メートル
①富井愛子（上野）②小林圭子（仙田）③小川紗与（仙田）

6年平泳ぎ50メートル

①蔵品茉耶（上野）②高橋桃子（千手）③羽鳥　恵（千手）

同100メートル
　①蔵品　恵（千手）②蔵品茉耶（上野）③藤巻佳織（橘）

6年背泳ぎ50メートル

①山口かおり（橘）②上村恭子（上野）③桐生さゆり、（上野）

6年バタフライ25メートル

①富井　理（上野）②蔵品　南（千手）③星名千夏（千手）

同50メートル

①相崎沙代子（上野）②小川紗与（仙田）

6年個人メドレー100メートル

①富井愛子（上野）②渡辺明子（橘）③星名千夏（千手）1

6年200メートルリレー（50M×4）

①上野チーム（上村恭子、相崎沙代子、富井　理、富井愛子）

②橘Aチーム（山口かおり、藤巻佳織、山崎真美、渡辺明子）

③千手Bチーム（星名千夏、小林直美、小林基予子、高橋伊久美）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①上野チーム（富井愛子、富井　理、相崎沙代子、上村恭子）

②橘Aチーム（山崎真美、藤巻佳織、渡辺明子、山田智美）

③千手チーム（星名千夏、蔵品　恵、蔵品　南、市川夏美）
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入
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を
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行
物
に
言
論
の
不
自
由

は
当
然
だ
、
行
政
の
批
判
は
タ
ブ
ー
」

な
ど
の
意
見
が
出
て
勉
強
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
時
代
に
編
集
を

担
当
し
た
私
は
、
　
「
だ
れ
か
ら
も
親
し

ま
れ
、
読
ま
れ
る
広
報
」
に
し
た
い
と

考
え
、
町
づ
く
り
の
現
況
や
夢
は
も
ち

ろ
ん
、
身
近
な
茶
の
間
の
話
題
も
可
能

な
か
ぎ
り
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
ん
な
本

紙
を
、
新
潟
日
報
が
「
川
西
町
で
ユ
ニ

ー
ク
な
広
報
を
発
行
し
て
い
る
」
と
紹

介
し
て
く
れ
た
り
し
た
。

昇
天
を
指
摘
さ
れ
る

　
あ
る
日
、
津
南
新
聞
の
「
う
ぶ
声
、

た
か
さ
ご

高
砂
、
昇
天
」
の
囲
み
記
事
が
目
に
と

ま
り
、
さ
っ
そ
く
、
第
一
号
か
ら
ま
ね

し
た
ら
、
識
者
の
ご
指
摘
を
う
け
た
。

「
町
民
の
お
ご
そ
か
な
最
後
を
、
町
の

　
　
　
　
　
　
　
か
い
ぎ
や
く

広
報
が
昇
天
と
は
譜
誰
に
過
ぎ
る
」
と

言
わ
れ
た
が
、
よ
く
お
話
申
し
あ
げ
て

納
得
し
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
こ

の
と
き
採
用
し
た
町
の
人
口
動
態
は
、

好
評
の
「
か
わ
に
し
俳
壇
」
と
と
も
に

今
も
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ち
　
ど
う
た
も
つ

　
合
併
前
の
仙
田
村
で
、
儀
同
保
書
記

（
現
弁
護
士
）
が
編
集
し
た
「
仙
田
村

弘
報
」
に
、
役
場
職
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

を
紹
介
し
た
ら
評
判
が
良
か
っ
た
。
こ

れ
も
ま
ね
さ
せ
て
も
ら
い
、
役
場
職
員

と
町
の
人
た
ち
の
和
を
深
め
よ
う
と

「
庁
内
め
ぐ
り
」
を
企
画
し
て
各
氏
の

横
顔
を
連
載
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
合
併

時
は
八
十
人
ほ
ど
だ
っ
た
職
員
が
年
ご

と
に
増
加
し
て
紹
介
し
き
れ
な
く
な
り
、

家
族
的
ム
ー
ド
の
役
場
も
お
役
所
的
に

変
容
し
て
い
っ
た
。

丸
山
さ
ん
に
師
事

　
公
民
館
報
の
計
画
が
広
報
に
な
り
、

そ
れ
を
教
育
委
員
会
で
発
行
と
い
う
お

か
し
な
ス
タ
ー
ト
で
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
私
に
、

新
仮
名
づ
か
い
や
編
集
の
イ
ロ
ハ
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
丸
山
精
二
郎
書

記
（
後
の
収
入
役
）
で
あ
っ
た
。
橘
村

役
場
書
記
の
時
代
に
「
公
民
館
報
た
ち

ば
な
」
の
編
集
を
担
当
し
、
新
潟
県
の

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
の
栄
冠
を
得

た
人
で
、
な
に
か
と
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
ほ
か
に
も
、
コ
ラ
ム
や
町
議
会
報
告

や
当
用
漢
字
を
め
ぐ
っ
て
な
ど
、
毎
号

　
　
　
　
じ
　
ぎ

の
本
紙
に
時
宜
を
得
た
原
稿
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
。

　
丸
山
書
記
が
議
会
事
務
局
の
担
当
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
●

テ
ー
ク
と
い
う
か
、
議
会
開
催
時
の
録

音
や
会
議
録
の
作
成
な
ど
を
私
が
手
伝

い
、
ま
た
、
議
員
の
町
内
視
察
に
は
車

の
運
転
も
買
っ
て
出
た
。
当
時
、
町
に

は
仙
田
村
か
ら
持
ち
こ
ん
だ
中
古
の
貨

客
兼
用
車
が
一
台
有
り
、
本
庁
で
運
転

で
き
る
職
員
が
私
の
ほ
か
に
居
な
か
っ

た
せ
い
も
あ
る
。
タ
ペ
ッ
ト
が
不
調
で

カ
タ
カ
タ
と
音
の
す
る
車
だ
っ
た
。

　
議
会
の
日
は
昼
食
を
用
意
し
た
が
、

弁
当
代
は
、
議
員
衆
の
自
腹
で
な
く
て

食
糧
費
で
賄
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ば

中
村
町
長
は
小
嶋
屋
の
蕎
麦
が
好
物
だ

っ
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
議
員
衆

と
一
緒
に
食
べ
る
時
に
は
丼
物
の
ほ
う

が
多
か
っ
た
。
あ
る
日
「
蕎
麦
に
し
ま

し
ょ
う
か
」
と
伺
っ
た
ら
、
　
「
み
ん
な

し
て
一
緒
に
蕎
麦
を
食
う
と
大
夕
立
が

来
た
よ
う
だ
ん
が
ノ
シ
」
と
言
わ
れ
、

町
長
さ
ん
は
あ
の
ス
ス
ル
音
が
嫌
い
な

ん
だ
と
苦
笑
し
た
こ
と
が
あ
る
。

編
集
人
の
筆
禍

　
今
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
が
、
当
時
の
広
報
に
は
主
権
在
民
の

意
識
を
高
め
た
い
と
い
う
か
、
身
近
な

行
政
に
目
を
向
け
た
論
調
が
珍
し
く
な

か
っ
た
。
そ
の
場
合
、
内
容
が
理
解
し

て
も
ら
え
た
と
き
は
よ
い
が
、
そ
れ
が

住
民
の
失
笑
を
か
い
、
そ
の
う
え
当
局

や
議
会
で
間
題
に
な
る
と
謝
っ
た
だ
け

で
は
す
ま
な
い
結
果
に
な
る
。

　
N
村
の
M
書
記
は
、
革
新
系
議
員
の

誕
生
を
歓
迎
し
て
一
面
に
ト
ッ
プ
で
載

せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
送
直
前
に
村
長

　
　
　
　
　
　
　
し
っ
せ
き

の
目
に
と
ま
り
、
叱
責
さ
れ
て
書
き
直

す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

命
令
に
従
え
な
か
っ
た
M
書
記
は
役
場

を
辞
め
、
村
長
を
批
判
し
た
。

　
M
町
の
E
書
記
は
、
コ
ラ
ム
に
「
議

員
諸
公
が
九
州
方
面
へ
視
察
に
出
か
け

る
、
五
泊
六
日
の
大
名
旅
行
だ
そ
う
だ

が
、
こ
の
費
用
は
全
部
町
費
で
賄
わ
れ

る
、
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
が
期
待
で
き
る

や
ら
」
と
書
き
、
対
人
関
係
の
少
な
い

税
務
係
へ
異
動
さ
せ
ら
れ
た
。

　
丁
町
の
丁
主
事
は
公
民
館
報
に
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
き
り
ん

寸
評
を
書
き
、
町
長
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て

会
計
係
へ
配
置
替
え
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
観
光
立
町
だ
と
い
う
が
疑
問
だ
。
他

そ
も
の

所
者
が
入
り
こ
ん
で
楽
し
ん
で
も
、
原

　
　
　
　
　
ほ
こ
り
　
か
ぶ

住
民
が
車
の
埃
を
被
る
だ
け
で
メ
リ
ッ

ト
の
な
い
箱
物
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

　
人
ご
と
で
は
な
い
、
私
も
、
和
久
井

精
一
元
議
長
か
ら
「
君
の
書
い
た
記
事

　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
さ
わ

が
中
村
町
長
の
痴
に
障
っ
た
」
と
伺
っ

　
た
ま
げ

て
魂
消
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
南
雲
章
議
長
が
「
金
子
に
よ

く
言
っ
て
お
く
か
ら
」
と
執
り
成
し
て

く
れ
た
と
い
う
が
、
言
わ
れ
て
み
る
と
、

南
雲
議
長
か
ら
「
波
風
の
立
た
な
い
記

事
を
書
け
」
と
、
そ
れ
と
な
く
注
意
さ

れ
た
覚
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以

上
の
細
か
な
経
緯
は
話
し
て
く
だ
さ
ら

ず
、
ま
た
、
中
村
町
長
も
私
に
は
な
に

も
お
っ
し
や
ら
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
か

ら
れ
た
。
八
月
は
恰
も
盆
の
月
に
当
た

る
が
、
今
は
泉
下
の
中
村
町
長
と
南
雲

議
長
に
若
気
の
不
徳
を
お
詫
び
し
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
て
い
る
。

　
初
代
の
編
集
を
仰
せ
付
か
っ
た
私
は

四
年
間
を
担
当
し
た
（
内
ニ
カ
月
は
北

村
準
一
氏
）
。
以
後
は
星
名
四
郎
、
北

村
準
一
、
小
海
正
隆
、
数
藤
春
夫
、
小

川
広
一
、
平
野
勝
、
登
坂
隆
、
宮
正
朗

の
各
氏
が
継
承
し
て
年
ご
と
に
充
実
し

た
広
報
が
発
行
さ
れ
、
再
び
登
坂
隆
係

長
が
担
当
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
※
本
稿
の
内
容
に
、
本
紙
四
百
号
と

　
重
複
す
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

合
併
時
の
役
場
事
務
室

中
村
町
長
が
窓
側
で
執
務

　
　
　
　
　
　
（
昭
引
年
旧
月
写
）
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な

妻
有
の
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
ろ
う

写
真
騒
動
だ
！

　
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創

プ
ラ
ン
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
越

後
妻
有
郷
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
内
容

　
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中

里
村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
で
、
あ
な

た
が
ス
テ
キ
と
感
じ
る
も
の
を
、
写
真

と
短
い
文
章
、
両
方
で
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間

　
平
成
n
年
7
月
31
日
（
必
着
）

■
応
募
資
格

　
性
別
・
年
令
、
国
籍
、
プ
ロ

間
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

◎
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
1
5
歳
ま
で
）

・
ア
マ

◎
一
般
部
門

（
い
ず
れ
も
サ
ー
ビ
ス
判
～
キ
ャ
ビ
ネ

　
ッ
ト
判
の
プ
リ
ン
ト
写
真
）

◎
芸
術
部
門
（
サ
イ
ズ
自
由
・
プ
リ
ン

　
ト
写
真
）

※
3
部
門
と
も
、
カ
ラ
ー
、
臼
黒
を
問

　
い
ま
せ
ん
。
未
発
表
で
、
一
人
3
点

　
ま
で
と
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
タ
イ
ト
ル
、
コ
メ
ン
ト
、
撮
影
場
所
、

　
撮
影
年
月
日
、
部
門
、
希
望
商
品
の

　
番
号
を
明
記
し
て
、
作
品
と
と
も
に

　
事
務
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
後
妻
有
8
万
人
ス
テ
キ
発
見
実
行

委
員
会
事
務
局
”
十
日
町
市
大
字
北
新

田
1
－
1
0
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
企
画
振
興
課
内
（
智
0
2
5
7
1
5
7

1
2
6
3
7
）

※
詳
し
い
応
募
要
領
な
ど
は
、
チ
ラ
シ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

善

福
祉
に

　
山
崎
長

意　
（
敬
称
略
）

一
（
宇
都
宮
市
）
十
万
円

図
書
の
寄
贈

　
川
西
町
木
島
出
身
で
、
解
剖
学
者
の

小
林
繁
さ
ん
の
遺
族
よ
り
、
次
の
図
書

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
さ

れ
た
い
方
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
費
68
1
2
1
6
7
）
へ
ご
連
絡
を
。

・
し
た
い
放
題
　
　
　
　
　
小
林
繁
著

・
小
林
繁
教
授
追
悼
業
績
集
　
名
古
屋

　
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座

幼
児
の
医
療
費
助
成

　
　
　
　
事
業
の
お
知
ら
せ

★
対
象
年
齢

　
1
歳
児
か
ら
3
歳
児
（
満
4
歳
の
誕

生
月
の
末
日
ま
で
）
で
す

★
対
象
　
入
院
が
対
象
と
な
り
ま
す

★
助
成
の
方
法

　
保
険
適
用
の
自
己
負
担
額
の
う
ち
、

入
院
時
一
部
負
担
金
を
除
い
た
額
を
助

成
し
ま
す
。

★
一
部
負
担
金

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
入
院
時
一
部

負
担
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
1
0
年
度
は
一
日
に
ー
、
1
0
0

円
で
す
）

★
そ
の
他

　
助
成
を
受
け
る
に
は
「
受
給
者
証
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
険
証
・
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
役
場
ま
で
申
請

手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
（
乳
児

医
療
と
は
別
の
受
給
者
証
に
な
り
ま
す
）

※
お
問
い
合
せ
は
、
住
民
課
保
険
係

　
（
内
線
2
0
8
）
へ
。

参
加
者
募
集

　
平
成
1
2
年
の
夏
、
十
日
町
地
域
広
域

市
町
村
圏
の
大
自
然
を
舞
台
に
、
十
日

町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン

の
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
　
「
越
後
妻

有
大
地
の
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
作
品
を

発
表
す
る
世
界
の
ア
ー
チ
ス
ト
た
ち
と

住
民
自
ら
が
地
域
づ
く
り
に
参
加
を
！

里
創
プ
ラ
ン
オ
ー
プ
一
一
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
七
月
二
十
四
日
、
十
日
町
地
域
ニ
ュ

ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
の
主
要
イ
ベ

ン
ト
「
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
」

「
越
後
妻
有
郷
八
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
十
日

町
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
、
県
、
市
町
村
、

住
民
ら
七
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「ステキ発見」を寸劇で説明しました

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
平
成
十
二

年
を
皮
切
り
に
三
年
ご
と
に
開
か
れ
、

世
界
の
芸
術
家
と
住
民
が
共
同
し
て
自

然
の
中
に
ア
ー
ト
を
作
る
も
の
。
ま
た
、

「
ス
テ
キ
発
見
」
は
、
十
日
町
地
域
広

域
圏
六
市
町
村
の
住
民
や
全
国
に
呼
び

掛
け
、
妻
有
郷
の
魅
力
を
写
真
や
文
に

収
め
て
応
募
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
「
ス
テ
キ
発
見
」

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
演
じ
ら
れ
た
後
、
ニ
ュ

ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
を
考
案
し
た

平
山
征
夫
県
知
事
、
十
日
町
地
域
里
創

プ
ラ
ン
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
北
川

フ
ラ
ム
さ
ん
、
女
優
の
真
野
響
子
さ
ん

に
よ
る
て
い
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
山
知
事
は
、
　
「
住
民
が
自
ら
の
地

域
づ
く
り
と
考
え
て
、
自
分
な
り
に
参

加
で
き
る
か
が
カ
ギ
。
素
晴
ら
し
い
魅

力
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
．

10．8．10⑳

一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま
せ
ん

か
。

★
期
日
　
8
月
2
8
日

　
　
　
　
（
午
前
9
時
～
正
午
を
予
定
）

★
会
場
　
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

★
対
象
　
親
子
（
小
学
生
高
学
年
以
上
）

　
　
　
　
と
高
校
生

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

　
日
ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
小
道
、

又
は
そ
の
地
域
を
代
表
と
し
て
い
る
と

思
う
小
道
に
対
し
、
視
覚
的
な
自
分
の

考
え
を
表
現
し
ま
す
。
　
（
予
定
）

★
申
し
込
み
締
め
切
り
　
8
月
1
8
日

★
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
開
発
課
地
域
政
策
係
（
盈
6

8
1
3
1

1
1
〈
内
線
3
1
2
〉
）
ま
で
。



警
察
官
B

　
　
（
大
卒
以
外
）
募
集

o
採
用
予
定
人
員

　
男
性
警
察
官
1
5
人
程
度

　
女
性
警
察
官
5
人
程
度

o
採
用
予
定

　
平
成
n
年
4
月
1
日

o
受
験
資
格

　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
か
ら
5
6
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を
除

く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
11
年
3

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

o
試
験
日
及
び
場
所

　
〈
第
一
次
試
験
〉

　
9
月
2
0
日
（
日
）
新
潟
市
・
長
岡
市

及
び
上
越
市
で
実
施

　
〈
第
二
次
試
験
〉

　
11
月
1
日
及
び
1
1
月
4
～
6
日
の
間

の
1
日
、
新
潟
市
で
実
施

○
受
付
期
間

　
8
月
1
7
日
（
月
）
ま
で

o
合
格
発
表

　
第
一
次
1
0
月
6
日
（
予
定
）

　
第
二
次
　
n
月
1
9
日
（
予
定
）

○
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
十
日
町
警
察

署
（
魯
52
1
0
1
1
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
訂
　
　
正

　
7
月
2
0
号
お
知
ら
せ
版
暮
ら
し
の
カ

レ
ン
ダ
ー
で
、
8
月
2
5
日
開
催
予
定
の

環
境
講
座
の
会
場
「
総
合
セ
ン
タ
ー
」

が
、
　
「
総
合
体
育
館
」
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

小
わ
琶

　
　
　
岬
項
西
．
同
崎
正
風
選

笹
ダ
ン
ゴ
幾
つ
に
な
る
も
亡
母
想
ふ

久
闊
の
姉
妹
三
人
チ
マ
キ
む
く

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

餌
を
取
る
兎
当
番
梅
雨
晴
間

タ
立
の
村
半
分
を
ぬ
ら
し
去
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

何
気
な
く
手
に
と
り
上
げ
し
団
扇
か
な

稲
光
り
し
て
夕
顔
の
白
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

廊
下
よ
り
キ
ッ
チ
ン
隔
つ
夏
の
れ
ん

ジ
エ
ッ
ト
機
夕
焼
雲
を
出
て
は
入
り

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

四
十
日
酷
暑
に
耐
え
て
雑
木
薙
ぐ

蜀
黍
を
家
族
の
数
を
椀
ぎ
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

土
手
の
草
掃
く
が
如
く
に
草
刈
機

首
振
り
を
止
め
て
真
面
に
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

四
株
の
茄
子
に
卓
上
豊
か
な
る

夕
立
や
主
は
縁
に
仁
王
立

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

清
水
あ
り
と
書
れ
て
あ
り
し
道
し
る
べ

風
鈴
の
涼
し
き
音
を
吊
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

色
槌
せ
し
す
だ
れ
今
年
も
吊
し
け
り

撫
百
幹
潜
り
来
し
風
涼
し
け
れ

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

雨
予
報
お
墓
に
花
を
植
え
て
来
し

二
人
目
の
孫
は
女
よ
芙
蓉
咲
く

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●休日救急医

8月16日田中外科医院（田中町）

　　　　魯　52－2403

　23日池田医院（本町西）

　　　　魯　52－2581

　30日川西町診療所（高原田）

　　　　費　68－2034

　　”　上村病院（中里村）

　　　　魯　63－2111

9月　6日田中外科医院（田中町）

　　　　8　52一一2403

　　〃　中条病院（中条）

　　　　魯　57一一3018

　13日山口医院（袋町）

　　　　魯　52－2174

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

此
の
町
に
名
代
そ
ば
店
夏
暖
簾

蟻
に
荷
の
大
き
す
ぎ
た
る
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

木
道
や
綿
菅
風
に
遊
び
た
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

少
し
づ
つ
延
び
て
朝
顔
棚
登
る

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

カ
ナ
カ
ナ
や
素
麺
句
座
の
想
ひ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

夏
座
敷
雨
の
遠
山
な
が
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

育
ち
よ
き
夏
の
野
菜
を
友
に
分
け

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

朝
の
日
に
ル
ビ
ー
の
如
し
ミ
ニ
と
ま
と

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

遠
蛙
ふ
る
さ
と
偲
ぶ
ひ
と
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

干
梅
の
日
ご
と
に
紅
の
増
し
て
き
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

隣
り
の
子
呼
ん
で
大
き
な
西
瓜
切
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

天
職
の
日
日
草
取
り
や
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

あ
じ
さ
い
の
花
眺
め
つ
つ
雨
や
ど
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

花
火
に
も
似
た
る
如
く
に
お
も
と
蘭

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

塁
々
と
石
又
石
の
夏
の
河

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

田
植
機
を
押
し
て
棚
田
を
移
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

食
中
毒
の
予
防
に
は

　
　
　
『
き
れ
い
』
よ
り

　
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
、
食
中

毒
菌
を
「
付
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、

殺
す
」
の
三
原
則
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
と
に
、
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
ー
　
食
品
の
購
入

．
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
、

　
新
鮮
な
物
を
購
入
す
る
。

．
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限
な

　
ど
を
確
認
し
、
購
入
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
2
　
家
庭
で
の
保
存

・
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、
持

　
ち
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷

　
凍
庫
に
入
れ
る
。

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注

　
意
す
る
。
め
や
す
は
七
割
程
度

　
　
　
　
　
の

・
冷
蔵
庫
は
1
0
C
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

　
　
　
　
の

　
イ
ナ
ス
ー
5
C
以
下
に
維
持
す
る
こ
と

　
が
め
や
す
。

ポ
イ
ン
ト
3
　
下
準
備

・
台
所
を
見
渡
し
て
み
る
。
ゴ
ミ
は
捨

　
て
て
あ
る
か
？
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は

　
清
潔
な
も
の
と
交
換
し
て
あ
る
か
？

　
せ
っ
け
ん
は
用
意
し
て
あ
る
か
？

・
手
を
洗
う
。

．
生
の
肉
、
魚
、
卵
を
取
り
扱
っ
た
後

　
や
、
途
中
で
動
物
に
触
っ
た
り
、
ト

　
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
お
む
つ
を
交
換

　
し
た
り
、
鼻
を
か
ん
だ
り
し
た
後
の

　
手
洗
い
も
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
．

・
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が
、
果
物
や
サ
ラ

『
清
潔
』
が
大
切

　
ダ
な
ど
、
生
で
食
べ
る
物
や
調
理
の

　
済
ん
だ
食
品
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

　
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
4
　
調
理

　
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

・
下
準
備
で
台
所
が
よ
ご
れ
て
い
漢
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

．
螺
す
る
も
の
は
＋
分
に
加
熱
鰯

ポ
イ
ン
ト
5
　
食
事

・
食
事
の
前
に
手
を
洗
う
。

・
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使
い
、

　
清
潔
な
食
器
に
盛
り
つ
け
る
。

ポ
イ
ン
ト
6
　
残
っ
た
食
品

・
残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手
を
洗

　
う
Q

・
残
っ
た
食
品
は
、
早
く
冷
え
る
よ
う

　
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保
存
す

　
る
。

・
時
問
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い
切
っ

　
て
捨
て
る
。

　
以
上
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

行
い
、
家
庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

、
，
い
〃
、

、
　
　
、
　
〆
、

　
暫
　
　
　
、
　
〆

　
　
亀
　
鮨

　
’

諮ざ．，、、、、㊦

！索4〃、
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」
曇
窓
袈
葛
辮

骸
彦
き
き
篭
り
ゅ
犠
葛
嵐

昇
天
f
ご
め
い
福
を
祈
る

藤
田
　
逸
雄
58
（
本

根
津
正
治
74
（
本

山
崎
ヒ
ロ
イ
7
5
（
本

数
藤
　
雅
友
79
（
本

羽
鳥
　
庄
八
91
（
昭

二人人人人
）　）　）　）　）

伊あ寺上根
　かケ
友薗崎野深

引
間
　
子
平
91
（
寿
　
一
）
高
原
田

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

江
口

小
林

江
口
裕ゆ

利り祐？彩あ
　　　つ　　　や
恵え斗と夏か

李恒明重千
　　　　　篤
華博美則鶴

小
白
倉

木
　
島

小
白
倉

（
7
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

　
十
八
日
に
は
川
西
中
学
校
南
原
寮
で

　
『
味
わ
う
・
技
ア
ジ
ア
』
と
し
て
二
十

人
ほ
ど
が
参
加
し
て
「
つ
な
が
る
ア
ジ

ァ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
ン
ポ
ス
ト

　
（
郵
便
受
け
）
を
制
作
。
町
に
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
し
て
い
る
中
国
か
ら
の
留
学
生

鐘
明
さ
ん
（
ハ
ル
ピ
ン
市
出
身
）
ら
と

い
っ
し
ょ
に
共
同
制
作
し
ま
し
た
。
こ

・
の
ポ
ス
ト
は
、
八
月
一
日
～
二
日
と
新

潟
市
古
町
の
「
新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
」

の
会
場
に
展
示
さ
れ
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
九
日
に
は
、
　
『
味
わ
う
・
音
ア
ジ

ア
』
と
し
て
、
　
「
十
日
町
市
・
中
魚
沼

郡
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
、
町
の
が
ち
ょ
う
の
会
を
は
じ
め
、

各
市
町
村
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
L
フ
六
団

体
の
発
表
と
、
張
珊
さ
ん
（
中
国
ウ
イ

グ
ル
地
区
出
身
）
の
歌
唱
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
日
夕
方
に
は
、
ア
ジ
ア
各

国
の
特
色
あ
る
料
理
（
五
か
国
）
の
料

理
を
作
り
、
味
わ
い
、
楽
し
む
『
味
わ

う
．
味
ア
ジ
ア
』
で
参
加
者
が
交
流
を

深
め
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

＝一
一　

　
　
ρ

。
。＝＝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
　
’

等
季

＝
㈱
　
　
！

＝
響
臨
イ

＝
　
　
魯

＝
灘
　
．
緊
、
　
　
o

ロ
ミ
　
　
ノ

皿
〇
一
、
亀
ビ
　
　
ゴ

皿
愚
◎
万

器コ
＝
　
　
3
年
生

＝一
一ニ

器
　
　
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」

3
　
〈
3
年
生
春
日
優
之
介
く
ん

＝一
。

　
表
紙
　
の
写
真

　
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア

各
国
．
各
地
域
と
の
交
流
を
図
る
国
際

的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
　
「
新
潟
ア
ジ

ァ
文
化
祭
朋
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
民
の
ア
ジ
ア
文
化
に
対
す

る
理
解
と
友
好
交
流
の
促
進
を
目
指
す

と
と
も
に
、
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造

と
発
信
を
目
的
と
す
る
総
合
的
な
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
企
画
に
参
加
す
る
た

め
、
Y
A
R
O
U
K
A
I
（
や
ろ
う
か

い
．
小
林
時
夫
代
表
）
が
中
心
と
な
り
、

「
昧
わ
う
・
ア
ジ
ア
か
わ
に
し
篇
98
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

と
銘
打
た
れ
た
事
業
を
七
月
十
八
日
と

十
九
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

中
国
ウ
イ
グ
ル
地
区
の
歌
姫

張
瑚
さ
ん

　⑳馨鐵

〉
「
ペ
ン
ギ
ン
村
は
た
の
し
い
な
」

　
　
　
　
　
北
村
美
加
さ
ん

　　　　　　■■嗣■■90■90一■’D一■賜■9一■D■■，■騨0■■■9■■一■9■9■9■■■■一嘲■0■9■90－O　　　　　　o■9■go一■D■■ローロ』ロー“■■階一ロリー一■■■圏，■■ロ9一ロ騨一9■■●■o一馴■■■■隔帽■

蕊慧，．
1、難，1鱗、、嚢纒購．難鎧
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▲「うさぎ」

6年生村山裕美さん
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▲　「クラゲの遊び場」　▲　「花の小物入れ」

4年生星名千恵さん　5年生星名優佳さん
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▲　「川でヤゴとカニをつかまえたよ」

　2年生数藤　貢くん
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（9月号は上野小学校です）
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